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はじめに
観察型ダイヤモンドATR（GlaadiATR Vision）は、微小サンプル
（50 mm～）を可視観察と同時に測定が出来るアクセサリです。
異物分析と言えば赤外顕微鏡を使って分析するのが一般的な手
法ですが、このアクセサリを使えば表面に露出している異物で
あれば、顕微鏡がなくてもサンプリングをすることもなく迅速
に分析することが出来ます。また、微小サンプルでも液晶画面で
確認しながら正確な位置で測定することが可能です。Thermo 

ScientificTM NicoletTM iSTM 5 FT-IRはコンパクトで軽量、頑丈
なため、持ち運びや、小さなスペースでも安定して使用すること
が可能です。この2つを組み合わせることで、簡易的な異物分
析を行うことが出来ます。さらに多成分同時検索ソフトウェア
Thermo ScientificTM OMNICTM  SpectaTM を使うと、簡単な
操作で混合物中の各成分や微量の不純物を自動で識別、同定
することが出来るため、異物のスペクトル解析を強力にサポート
します。

観察型ATR「GladiATR Vision」
主要スペック
・  クリスタルサイズ：2.2 × 3 .0 mm

・  測定波数領域：4,000 - 30 cm-1

・  最大圧力：30.000 psi

・  カメラ倍率：110倍
・  観察エリア：770 × 590 mm

・  ディスプレイ：4インチカラーLCD

・  USBでPCへ画像取込可能

ATRクリスタルに単結晶ダイヤモンドを使用しているため、明瞭
なカラー画像が得られます。また、サンプルを110倍に拡大して観
察することが出来るため、微小サンプルでも液晶画面で確認しな
がら正確な位置で測定することが可能です。

図1：観察型ダイヤモンドATR「GladiATR Vision」
       （PIKE社）

図2：GladiATR Visionの光学系

観察型ATR「GladiATR Vision」と
ポータブルFT-IR「Nicolet iS5」を用いた
簡易微小異物分析
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コンパクトFT-IR「Nicolet iS5」
主要スペック
・  測定波数領域：7,800 - 350 cm-1

・  最高分解能： 0 .8 cm-1

・  DLaTGS検出器
・  乾燥機密構造
・  SPV機能
・  マグネシウム合金ボディ
・  USB2.0インターフェイス
・  データステーション
・  OMNIC Liteソフトウェア
・  Ever-Glo光源
・  KBr /Geビームスプリッタ
Nicolet iS5 FT-IRはノートPCと同程度の面積、重量10 kgの
コンパクトで軽量なFT-IRです。持ち運びや、小さなスペースで
も安定して使用することが可能です。マグネシウム合金ボディで
堅牢なため、どんな場所でも使うことができます。また、セルフ
チェック機能やシンプルなオペレーションのため、初心者の方に
も使い易くなっています。

多成分同時検索ソフトウェア
OMNIC Specta
従来、赤外スペクトルのライブラリ検索では混合物を検索する
ことは出来ませんでした。混合物を検索する場合には、まず一
致度の高い領域を確認し差スペクトルを計算しその後また領域
を指定して検索を繰り返す、というような数多くの工程があり、
スペクトルの帰属や試料の知識など経験が必要でした。しかし、
新しく開発されたOMNIC Spectaの多成分同時検索機能を用
いると、従来の工程をソフトが自動で行うため未知物質の混合
物の構成成分を１度のライブラリ検索で把握することが出来ま
す。また、割合比も求めるため半定量的な利用もできます。さら
にPC内のスペクトルデータを自動で読み出し、必要なスペクト
ルを即時に呼び出すことが可能です。測定したスペクトルをユー
ザーライブラリとして簡単に登録することも出来ます。

2 簡易微小異物分析事例
観察型ダイヤモンドATR 「GladiATR Vision」と、コンパクト
FT-IR 「Nicolet iS5 FT-IR」を組み合わせた、簡易的な微小異
物の分析事例をいくつか紹介します。

分析例1：液晶パネルの微小異物
液晶パネルに白色の異物（100 µm程度）が発生したことにより、
外観不良が起きています。この異物を実体顕微鏡下でサンプ
リングし、ATRクリスタルに載せて測定しました。

図3：Nicolet FT-IR  iS5

図6：異物のGladiATR観察画像

図5：異物の顕微鏡観察画像

100 mm

異物

図4：外観不良が生じた液晶パネル

異物部分



まとめ
観察型ダイヤモンドATRアクセサリ「GladiATR Vision」は観察
と同時に測定することが可能です。そのため100 µm以下の異
物でもクリスタルの中心に置くことが出来、測定できることがわ
かりました。また、液晶画面で測定個所を確認出来るため、正確
な位置での測定が可能です。
また、コンパクトFT-IR 「Nicolet iS5 FT-IR」と多成分同時検索
ソフト「OMNIC Specta」を使用すると、異物等の混合物のス
ペクトル解釈において、時間短縮はもちろん、簡単な操作で定性
精度を向上させることが出来ます。
これらを組み合わせることで、異物分析を強力にサポートします。

3

微小異物を測定すると、図7の赤のスペクトルが得られ、ライブ
ラリ検索の結果、微小異物はセルロースであることがわかりまし
た。このように、100 µm以下の微小異物であっても、観察画面
で確認しながらクリスタルの中心に置いて測定が可能なため、ス
ペクトルの取得が可能です。

分析例2：圧電素子周囲ゴムの微小異物  
圧電素子周囲のゴムに透明の異物が発生したことにより、接触
不良が起きていました。この異物をGladiATRで異物部分を観
察画面で確認しながら測定しました。
異物の定性にはOMNIC Spectaの不純物サーチを用いました。
異物部分のスペクトルは正常部（シリコーンゴム）のピークを含ん
でいたため、正常部のスペクトルを既知成分として登録し、不純
物成分数を2成分と指定して検索したところ、異物（不純物）はエ
ポキシとパラフィンであることがわかりました。

図7：微小異物のスペクトル（上段）と、ライブラリデータ

→セルロース

 微小異物

Cellophane【ライブラリデータ】

図9：GladiATR観察画像

図8：接触不良が生じたゴム

異物部分

図10：OMNIC Specta 解析画面

検索結果の合成スペクトル

不純物成分1：エポキシ

不純物成分2：パラフィン正常部を既
知成分とし
て、不純物
成分数を指
定して検索

不純物サーチ
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